
令和４年度 総務関係 反省・確認事項 

令和５年２月２４日 

【総括】 

１．会場について 

  今年度も新型コロナウイルス感染症が大会開催に大きな影響を与え、５月に開催予定であった

中国大会も中止となった。春季大会、県総体、選手権大会、新人戦支部予選は昨年と同様に原則無

観客での開催となったが、体調管理表の提出やネームホルダーの利用なども定着し、顧問の先生

方のご協力で円滑に運営できたと感じている。また、県総体決勝および選手権大会決勝では保護

者の入場を許可したが、こちらについても各チーム及び保護者の方々のご協力で大きな問題はな

かった。 

新人戦県大会では、久々に全会場で保護者の入場を許可した。入場許可証、駐車許可証、参加者

一覧の作成を各チームにお任せし、保護者の体調チェック表の確認や会場への入場について顧問

の先生にコントロールしていただいた。いくつかのチームで、規定のものと異なる入場許可証を使

用していた場面が見受けられたが、それ以外は問題なくスムーズに大会を終えることができた。 

今後、恒常的に観客の入場が許可されたとしても、感染症対策は必須であるため、今年度の方法

をベースにしたマニュアルを作成し、チームおよび大会役員へ周知徹底する必要があると感じて

いる。引き続き、先生方や生徒・保護者の協力のもと、スムーズな大会運営を目指していきたい。 

 ※保護者宛の「お願い」を年度初めに配付していただく。 

 

  ●駐車場について 

・駐車可能台数は、入場制限の有無にかかわらず各チーム６台とする。 

・今後、保護者入場を許可するのであれば、新しいラミネートの駐車許可証を作成し、各チー

ム６枚ずつ配布する予定である。（現在、各チームに配布している駐車許可証は廃棄） 

・会場校や会場校周辺の地域に迷惑をかけないよう、注意喚起を促していきたい。 

 

２．大会運営について 

   ・役員減の状況があり、試合の有無に関わらず、各校顧問の先生方には、大会期間中の委嘱を

お願いしているので、全競技日程が終了するまで役員としてご協力をお願いしたい。 

  ・消毒について･･･消毒セットは 10 セット程度整備することができた。今後は各支部で保管し

てもらえるようにしていきたい。 

  ・体調管理表について･･･生徒の体調管理表で記入に不備があるケースが度々見られた。 

              顧問の先生方で責任をもって確認をしていただきたい。 

 

３．パンフレットについて 

  ・今年度も予選のない県総体、選手権大会では写真入りパンフレットを外注で作成した。支部責

任者の先生方の協力で問題なく作成することができた。来年度も同様に進めたいと思う。 

  ・予選のある春季大会および新人大会の県大会では、総務でパンフレットを作製しているが、担

当者の負担が非常に大きい。来年度からは、ホームページからパンフレットデータを入手で

きるようにし、印刷等は各校にお任せする方式をとりたいと考えている。 



【確認事項】 

１．顧問名および部員数の確認 

     登録費を支払う郵便局の振込用紙に記入してもらう方式を、Googleフォームを使用して登録

してもらう方式に変更。 

変更理由）・登録料振込の期限が４月中旬のため、正確な数の把握が困難である。 

・顧問名だけでは外部指導員か男女共通顧問か把握が難しい。 

・振込用紙の控えによる集計に膨大な時間がかかる。 

     

２．補助役員の派遣依頼と役員費 

    ○補助会場費…１会場につき１日 2,000円、２日 4,000円とする。 

新人大会は灯油代を支給する。 

    ○補助役員費については 一人 500円（１チーム 4,000円）を支給する。 

    ○外部審判（他団体・非常勤講師）には、１日交通費 1,000円、１試合 1,000円を支給する。 

 

３．台風、雪、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症などにより 

                       大会実施に影響が出そうな場合 

⇒ 岡山県高体連バレーボール部ＨＰで確認すること 

          

 

 ＊今年度も新型コロナウイルス感染症の影響で様々な制限がかかった１年であった。消毒の徹底

や体調管理表の提出、ネームホルダーの使用など、コロナ対策に関する一連の流れについては各チ

ームにも周知され、各大会においてスムーズに進行されたと思う。また、保護者の入場については一

部の大会に限定されたが、大きな混乱もなく終えることができた。 

来年度以降も厳しい状況が予想されるが、役員の先生方と顧問の先生方には引き続きの協力をお

願いしたい。これからもバレーボール部で活動することが生徒の人間的な成長の一助となり、それ

ぞれの大会に関係する生徒、保護者、チーム関係者、そして運営する私たちにとっても気持ちのいい

ものとなるように、大会運営に理解と協力をお願いしたい。 

 


